
（千葉県）

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
よ
う
な
挑
戦
的
経
営
戦
略
が
奏
功
！

子
育
て
世
代
を
魅
了《
都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
ま
ち
》

順
調
な
人
口
増
加
の
陰
に
あ
っ
た 

２
大
危
機
へ
の
挑
戦

　

流
山
市
役
所
の
入
口
に
は
小
さ
な
立
て
看
板
が
置

か
れ
て
い
る
。
看
板
上
部
に
は
流
山
市
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ《
都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
ま
ち
》が
、
白

地
に
温
か
み
の
あ
る
緑
色
の
デ
ザ
イ
ン
文
字
で
記
さ

れ
て
い
る
。
文
字
周
囲
に
は
緑
色
の
建
物
や
人
、
植

物
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト（
シ
ル
エ
ッ
ト
）の
環
。
流
山
市

の
各
種
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
施
策
・
事
業
な
ど
で
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
、
グ
リ
ー
ン
感
に
満
ち

た
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ（
Ｖ
Ｉ
）だ
。

さ
ら
に
そ
の
下
に
は
緑
色
の
地
を
白
く
抜
い
た
《
よ

う
こ
そ
あ
な
た
の
流
山
市
役
所
へ
》
と
い
う
大
き
な

縦
書
き
の
文
言
が
続
き
、
訪
問
者
を
迎
え
て
く
れ
る
。

　
《
都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
ま
ち
》《
よ
う
こ
そ
あ

な
た
の
流
山
市
役
所
へ
》の
二
つ
の
フ
レ
ー
ズ
に
は
、

こ
こ
15
〜
16
年
来
、
示
さ
れ
続
け
て
き
た
流
山
市
の

《
変
貌
の
エ
ッ
セ
ン
ス
》
と
、「
市
政
運
営
と
は
、
市

民
を
顧
客
と
す
る
都
市
経
営
で
あ
る
」
と
す
る
、
流

山
市
政
の
基
本
理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

流
山
市
の
近
年
の
変
貌
を
端
的
に
示
す
の
は
人
口

増
だ
。
16
年
前
の
平
成
17（
２
０
０
５
）年
末
に
15
万

人
台
前
半
だ
っ
た
人
口
は
、
平
成
30（
２
０
１
８
）年

12
月
に
19
万
人
に
到
達
。
今
年
１
月
に
は
、
つ
い
に

20
万
人
に
到
達
し
た
。
流
山
市
は
こ
こ
15
〜
16
年

間
、
毎
年
平
均
約
３
０
０
０
人
〜
３
５
０
０
人
ず
つ

人
口
増
を
続
け
、
総
計
５
万
人
近
く
増
え
た
。
人
口

減
少
が
急
激
に
進
む
日
本
の
状
況
下
、
そ
れ
だ
け
で

も
す
ご
い
が
、
今
年
７
月
１
日
現
在
の
人
口
20
万‌

１
６
４
７
人
は
、
前
年
同
月
比
３
７
６
６
人
増
だ
。

勢
い
が
衰
え
な
い
ど
こ
ろ
か
、
過
去
15
年
間
の
平
均

を
も
上
回
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
順
調
な
人
口
増
の
最
大
の
要
因
と
し
て

は
、《
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
》

（
秋
葉
原
駅
〜
つ
く
ば
駅
／
以
下
、
Ｔ
Ｘ
）が
平
成
17

年
に
開
通
し
、
流
山
市
内
に
三
つ
の
新
駅
が
で
き
た

こ
と
に
伴
う
駅
周
辺
お
よ
び
沿
線
地
域
で
の
大
規
模

な
土
地
区
画
整
理
事
業
の
開
始
や
、
既
存
宅
地
へ
の

住
宅
建
設
が
好
調
に
推
移
し

た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

東
京
都
心
部
か
ら
25
㎞
圏
内
に
あ
り
な
が
ら
、

都
心
に
出
る
に
は
複
数
回
の
乗
り
換
え
を
行
い
つ

つ
、
東
武
野
田
線（
東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
）

や
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
な
ど
の
利
用
で
１
時
間
強
か

か
っ
て
い
た
ア
ク
セ
ス
環
境
が
、
Ｔ
Ｘ
の
開
通
で

東
京
（
秋
葉
原
）
へ
最
短
20
分
、
し
か
も
乗
り
換
え

な
し
で
到
達
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
イ
ン

パ
ク
ト
は
絶
大
だ
。
他
の
Ｔ
Ｘ
沿
線
都
市
と
同
様
、

流
山
市
の
Ｔ
Ｘ
沿
線
地
区
に
は
民
間
デ
ベ
ロ
ッ

市 政 ル ポ 流
ながれやま

山市

井
い ざ き

崎義
よしはる

治
流山市長
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パ
ー
な
ど
の
開
発
計
画
が
、
開
通
前
か
ら
続
々
と
打

ち
上
げ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
外
的
要
因
だ
け
で
は
、
流

山
市
の
人
口
動
態
に
お
い
て
、
特
に
こ
こ
約
10
年
間

で
増
え
た
約
３
万
５
０
０
０
人
の
う
ち
、
主
力
が
35

歳
〜
39
歳
の
共
働
き
夫
婦
と
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
こ

と
や
、
平
成
17
年
度
に
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
た
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
５
年
後
の
平
成
22

（
２
０
１
０
）年
度
か
ら
全
国
平
均
を
上
回
る
よ
う
に

な
り
、
令
和
元（
２
０
１
９
）年
の
時
点
で
１
・
59
を

記
録
（
千
葉
県
で
第
１
位
、
全
国
平
均
１
・
36
、
千

葉
県
平
均
１
・
28
）
し
た
こ
と
な
ど
へ
の
説
明
に
は

な
ら
な
い
。
新
し
い
住
宅
地
に
若
い
夫
婦
が
増
え
る

の
は
自
然
な
流
れ
で
も
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
構
成

す
る
要
因
は
、
鉄
道
新
線
の
敷
設
だ
け
で
上
昇
す
る

よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　

各
種
の
研
究
や
出
生
率
挽
回
に
成
功
し
た
フ
ラ
ン

ス
な
ど
諸
外
国
の
事
例
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う

に
、
出
産
適
齢
期
に
お
け
る
結
婚
の
推
進
、
医
療
環

境
も
含
め
た
不
安
の
な
い
住
環
境
や
職（
労
働
）環
境

の
実
現
、
共
働
き
夫
婦
に
お
け
る
男
女
間
の
役
割
分

担
の
均
等
化
な
ど
、
複
雑
に
絡
ま
っ
た
内
的
・
外
的

要
因
が
総
体
的
か
つ
安
定
的
に
高
め
ら
れ
た
と
き
、

子
育
て
世
代
に
よ
る
子
育
て
へ
の
情
熱
は
よ
う
や
く

再
醸
成
さ
れ
る
。
子
育
て
世
代
が
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
の
に
憂
い
の
少
な
い
環
境
が
周
囲
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
整
え
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
そ
う

い
う
観
点
か
ら
は
、
自
治
体
に
よ
る
子
育
て
支
援
の

各
種
補
助
金
な
ど
の
制
度
も
、
ご
く
一
部
の
要
因
で

し
か
な
い
。

　

実
は
流
山
市
で
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
当
初
か
ら

熟
考
し
た
上
で
、
子
育
て
世
代
が
自
然
に
流
山
市
を

「
自
分
た
ち
が
始
祖
と
な
り
、
子
や
孫
た
ち
も
代
々

暮
ら
せ
る
新
た
な
ふ
る
さ
と
」
に
選
択
し
て
く
れ
る

よ
う
動
機
付
け
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
実
際
の
導
入

（
引
っ
越
し
）に
結
び
付
く
よ
う
な
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
関
す
る
地
道
な
取
り
組
み
を
、
Ｔ
Ｘ
開
通
２
年

前
の
平
成
15（
２
０
０
３
）年
度
か
ら
徐
々
に
講
じ
始

め
て
い
た（
詳
細
は
後
述
）。

　

キ
ッ
カ
ケ
は
平
成
15
年
５
月
、
民
間
出
身
の
井
崎

義
治
流
山
市
長
が
就
任
し
た
こ
と
に
あ
る
。
流
山
市

は
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
事
例
と
し
て
注
目
を

集
め
、
自
治
体
関
係
者
の
視
察
の
要
請
が
殺
到
し
て

い
る
。
し
か
し
、
Ｔ
Ｘ
竣
工
２
年
前
の
就
任
当
時
の

状
況
に
つ
い
て
、
井
崎
市
長
は
「
流
山
市
が
直
面
す

る
存
亡
の
危
機
を
ど
う
回
避
す
る
か
で
、
頭
の
中
は

い
っ
ぱ
い
で
し
た
」
と
述
懐
す
る
。「
Ｔ
Ｘ
開
通
直
前

の
流
山
市
に
は
二
つ
の
大
き
な
危
機
が
潜
ん
で
い
ま

流山市

千葉市

市役所の入口で市民を迎える「流山市らしさ」あふれる立て看板

緑に覆われた《流山おおたかの森駅》前「けやきのプロムナード」
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し
た
。
急
激
な
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
予
兆
、

Ｔ
Ｘ
開
通
に
伴
い
《
大
都
市
地
域
に
お
け
る
宅
地
開

発
及
び
鉄
道
整
備
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
》（
宅
鉄
法
）で
義
務
付
け
ら
れ
た
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
地

区
の
巨
大
な
土
地
区
画
整
理
事
業
へ
の
対
処
で
す
」

改
革
へ
の
狼の
ろ
し煙
は 

自
治
体
初
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
設
置

　

Ｔ
Ｘ
が
開
通
し
た
の
は
平
成
17
年
８
月
だ
が
、
直

前
の
同
年
４
月
に
お
け
る
流
山
市
の
人
口
構
成
図
で

は
、
最
多
年
齢
層
が
50
歳
代
半
ば
〜
60
歳
代
半
ば
。

次
に
多
い
の
は
30
歳
代
だ
っ
た
も
の
の
、
前
述
の
よ

う
に
合
計
特
殊
出
生
率
は
全
国
平
均
や
千
葉
県
の
平

均
よ
り
も
か
な
り
低
か
っ
た
。

　

少
子
高
齢
化
へ
の
流
れ
は
明
白
で
、
平
成
20

（
２
０
０
８
）年
に
発
表
さ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
に
よ
る
長
期
人
口
予
測
で
も
、
平
成

17
年
の
Ｔ
Ｘ
開
通
後
に
少
し
ず
つ
伸
び
、
平
成
20
年

に
16
万
人
台
半
ば
に
な
っ
て
い
た
流
山
市
の
人
口

は
、［
２
０
２
０
年
ま
で
ほ
ぼ
横
ば
い
を
続
け
、

２
０
３
０
年
に
は
15
万
人
台
後
半
ま
で
下
が
る
］
と

予
測
さ
れ
て
い
た
。

　

だ
が
前
述
の
よ
う
に
、
流
山
市
の
人
口
は
今
年

20
万
人
台
に
突
入
し
、
さ
ら
に
増
え
続
け
て
い
る
。

人
口
構
成
も
今
は
30
歳
代
〜
40
歳
代
が
最
多
層
だ
。

　

一
方
、
宅
鉄
法
で
全
て
の
Ｔ
Ｘ
沿
線
都
市
に
義
務

付
け
ら
れ
た
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
流

山
市
内
だ
け
で
約
６
２
７
ha
も
の
広
大
な
施
工
予
定

面
積
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。

　
「
６
２
７
ha
は
６
・
27‌

㎢
、
全
市
域
35
・
32‌

㎢
の

約
18
％
に
相
当
し
ま
す
。
流
山
市
内
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
お
け
る
市
施
工
事
業
予
算
は
、
私
が
就
任

し
た
平
成
15
年
当
時
の
試
算
で
、
総
額
約
１
７
５
億

円（
最
終
総
額
約
２
１
０
億
円
）で
し
た
。
平
成
15
年

度
の
流
山
市
の
市
税
額
は
約
１
９
０
億
円
で
す
か

ら
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
十
数
年
間
で
完
遂
し
て

も
大
変
な
負
担
で
す
。
少
子
高
齢
化
の
進し
ん
ち
ょ
く捗し

つ
つ

あ
っ
た
人
口
構
造
と
合
わ
せ
、
Ｔ
Ｘ
が
開
通
し
て
も

無
策
の
ま
ま
突
き
進
ん
だ
の
で
は
、
全
く
喜
べ
な
い

状
況
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
す
」（
井
崎
市
長
）

　

実
は
既
に
流
山
市
の
環
境
に
魅
せ
ら
れ
、
流
山
市

民
と
な
っ
て
い
た
井
崎
市
長
は
、
こ
の
困
難
な
現
実

を
打
開
す
る
た
め
志
を
同
じ
く
す
る
市
内
の
識
者
を

組
織
化
。
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
で
都
市
計
画
に

深
く
関
わ
っ
て
き
た
経
歴
と
知
識
を
生
か
し
、
流
山

市
の
将
来
を
見
据
え
た
市
政
を
実
行
で
き
る
市
長
候

補
者
を
、
平
成
15
年
５
月
の
市
長
選
に
擁
立
し
よ
う

と
積
極
的
に
動
い
て
い
た
。
し
か
し
、
選
挙
ま
で
に

候
補
者
の
擁
立
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
井
崎
市
長

自
身
が
立
候
補
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が

あ
る
。

　

以
来
、
令
和
元
年
５
月
か
ら
５
期
目
に
入
り
、
今

年
で
足
掛
け
18
年
目
の
市
政
を
担
っ
て
い
る
が
、
平

成
15
年
に
市
長
就
任
し
た
当
時
の
流
山
市
が
抱
え
て

い
た
２
大
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
井
崎
市
長
が

ソ
フ
ト
面
で
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
自
治
体
で
は
初

と
な
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
の
設
置
だ
っ
た
。

　
「
市
長
就
任
の
平
成
15
年
５
月
か
ら
同
年
度
い
っ

ぱ
い
は
、
ま
ず
流
山
市
の
置
か
れ
た
状
況
の
分
析
を

土地区画整理事業により生まれた高原のようなたたずまいの住宅地（みやぞの
野鳥の池周辺）

土地区画整理事業で整備された大堀川沿いの遊歩道

「流山総合運動公園」のメイン施設は「キッコーマン アリーナ（流山市民総合体
育館）」
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流山市　市 政 ル ポ

（千葉県）

行
い
、
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
発
展
し
続
け
る
仕
組

み
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。
同
時
に
自

治
体
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
導
入

の
必
要
性
を
折
に
触
れ
、
研
修
会
な
ど
の
機
会
を
活

用
し
て
は
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
座
学
で
講
義
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
16（
２
０
０
４
）年
度
の
初
め
に

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
を
設
置
。
初
代
課
長
・
係
長
に

は
民
間
か
ら
人
材
公
募
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
そ
の

方
針
を
貫
い
て
い
ま
す
」（
井
崎
市
長
）

　

民
間
か
ら
人
材
公
募
す
る
の
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
マ
イ
ン
ド
を
行
政
に
根
付
か
せ
る
こ
と
の
困
難

さ
を
経
験
上
熟
知
し
て
い
た
た
め
、
プ
ロ
の
知
識
と

実
行
力
が
ま
ず
必
要
と
の
判
断
だ
っ
た
。
同
時
に

「
議
会
や
庁
内
か
ら
の
強
い
逆
風
が
予
測
さ
れ
た
た

め
、
と
に
か
く
打
た
れ
強
い
プ
ロ
の
民
間
人
材
が
必

要
と
考
え
た
か
ら
」（
井
崎
市
長
）で
も
あ
っ
た
。

「
母
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
。」 

が
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
の
設
置
は
、
Ｔ
Ｘ
開
通
後
の

土
地
区
画
整
理
事
業
や
宅
地
開
発
事
業
が
進
む
に
つ

れ
、「
急
激
に
増
え
て
く
る
は
ず
の
新
住
民
候
補
に
、

流
山
市
に
代
々
住
み
続
け
た
い
、
こ
こ
で
子
育
て
を

し
て
い
き
た
い
と
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
、
市
民
協
働
で
末
永
く
実
践
す
る
た
め
の
布

石
の
一
つ
」（
井
崎
市
長
）だ
っ
た
。

　

新
住
民
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
30
歳
代
が
中
心
と
な
る

共
働
き
の
子
育
て
世
代
、
す
な
わ
ち
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ

（
デ
ュ
ー
ク
ス
）と
定
め
た
。
自
治
体
が
住
民
誘
致
に

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
す
る
と
い
う
発
想
は
、

今
ま
で
に
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
を
軸
に
行
う
、
新
住
民
誘
致

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
イ

メ
ー
ジ
核
が
、
そ
れ
で
決
ま
っ
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
課
は
さ
ら
に
、
流
山
市
の
新
旧
市
街
地
で
趣
の
違

う
緑
豊
か
な
自
然
環
境
や
、
流
山
が
発
祥
と
さ
れ
江

戸
川
の
舟
運
で
江
戸
に
運
ば
れ
人
気
を
博
し
た
「
白

み
り
ん
」（
現
在
も
流
山
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
が
江
戸
川
べ

り
で「
み
り
ん
」を
製
造
中
）の
歴
史
、
伝
統
に
培
わ

れ
た
旧
市
街
の
魅
力
的
な
地
域
資
源
の
保
存
活
動
を

行
う
市
民
の
話
題
な
ど
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
発

信
し
て
い
っ
た
。

　

同
時
に
、
そ
う
し
た
新
旧
な
い
交
ぜ
に
な
っ
た
味

わ
い
深
い
ま
ち
で
送
る
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ
な
ら
で
は
の
職

住
接
近
の
暮
ら
し
な
ど
、
流
山
の
多
彩
な
ま
ち
の
魅

力
を
広
く
一
般
に
発
信
す
る
た
め
の
仕
事
（
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
活
動
）
を
、
独
自
に
推
進
し
て
い
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
流
山
市
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
市
外
の

人
に
も
じ
か
に
体
験
し
て
も
ら
う
べ
く
、
市
内
外
の

参
加
者
を
幅
広
く
集
め
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

を
含
む
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
。
流
山

市
の「
良
質
な
住
環
境
」「
快
適
な
都
市
環
境
」「
充
実

し
た
子
育
て
教
育
環
境
」
な
ど
の
多
彩
な
魅
力
（
強

み
）を
市
内
外
に
向
け
幅
広
く
発
信
し
た
。

　

庁
内
に
向
け
て
は
、
各
部
署
が
実
施
す
る
市
民
向

け
発
信
事
業
な
ど
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
が
随
時

コ
ラ
ボ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ

イ
ン
ド
の
庁
内
へ
の
浸
透
を
じ
っ
く
り
図
っ
た
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
で
喪
失
し
て
い
く
緑

環
境
の
回
復
お
よ
び
温
暖
化
対
策
な
ど
を
目
的
に
実

施
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン（
緑
の
連
鎖
）事
業
な

市内外からの多くの人々でにぎわう《流山おおたかの森駅》前「けやきのプロムナー
ド」の交流イベント

緑化推進と温暖化抑制を同時に実現するグリーンチェーン戦
略の事例
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ど
、
ハ
ー
ド
面
で
の
各
種
環
境
整
備

と
併
せ
、
こ
う
し
た
総
合
的
な
努
力

（
市
職
員
の
接
客
姿
勢
の
向
上
な
ど
も
含
め
）が
、
新

旧
流
山
市
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
地
域
へ
の
愛

着
）向
上
に
寄
与
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

ま
た
、
井
崎
市
長
が
就
任
直
後
に
実
現
し
た
施
策

の
う
ち
、
後
々
へ
の
影
響
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
も

の
の
一
つ
に
、
Ｔ
Ｘ
開
通
と
と
も
に
市
内
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
新
駅
の
名
称
変
更
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
「
私
が
市
長
就
任
し
た
直
後
に
、
Ｔ
Ｘ
側
か
ら
駅

名
は
予
定
通
り
で
い
い
の
か
と
い
う
最
終
的
な
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
の
で
す
。
計
画
さ
れ
て
い
た
新
駅

の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
と
の
乗
換
駅
に
な
る
南
流

山
駅
は
武
蔵
野
線
時
代
か
ら
使
っ
て
い
た
南
流
山
駅

で
い
く
と
し
て
、
広
大
な
土
地
区
画
整
理
事
業
が
周

辺
エ
リ
ア
で
計
画
さ
れ
て
い
た
残
り
二
つ
の
新
駅
の

駅
名
は
、
流
山
市
が
誘
致
を
目
指
す
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
し
て
い
る

か
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
す
る
た
め
に
も
、
非

常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
権
者
の
代
表
の
方
々
に
加
え
て
市

内
在
住
の
マ
ー
ケ
ッ
タ
ー
や
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
も

入
っ
て
い
た
だ
き
、
駅
名
検
討
委
員
会
を
設
け
て
議

論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
《
流

山
中
央
駅
》に
な
る
予
定
だ
っ
た
駅
を《
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
》へ
、《
流
山
運
動
公
園
駅
》を《
流
山
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
》
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
」（
井
崎
市
長
）

　

と
り
わ
け 

︽
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
》
へ
の
名
称

変
更
は
、
当
時
希
少
種
だ
っ
た
猛
禽
の
オ
オ
タ
カ
が

繁
殖
す
る
森
が
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
都
心
と
最
短

20
分
で
結
ば
れ
て
い
る
流
山
市
の
地
理
的
特
徴
と
、

自
然
の
中
に
展
開
す
る
新
市
街
地
と
い
う
具
体
的
イ

メ
ー
ジ
を
発
信
す
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

こ
う
し
た
明
確
な
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
核
の
形
成

は
、
デ
ベ
ロ
ッ
ピ
ン
グ
に
統
一
感
と
強
力
な
推
進
力

を
付
与
し
、
多
彩
な
付
加
価
値
を
も
た
ら
す
要
因
と

な
っ
て
い
く
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
を
軸
と
す
る
流

山
市
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
も
弾
み
を
付
け
た
。

　

平
成
15
年
の
井
崎
市
長
就
任
以
降
に
始
動
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
の
積
み
重
ね
が
、
い
よ
い
よ

本
領
を
発
揮
し
始
め
る
の
は
、
平
成
22
年
ご
ろ
か
ら

で
あ
る
。

　

特
に
全
国
的
な
話
題
を
呼
ん
だ
の
は
、
同
年
に
東

京
駅
・
新
宿
駅
・
渋
谷
駅
な
ど
都
内
の
鉄
道
25
駅
に

貼
ら
れ
た
巨
大
ポ
ス
タ
ー
だ
。
そ
こ
に
は
「
母
に
な

る
な
ら
、
流
山
市
。」の
ヘ
ッ
ド
コ
ピ
ー
が
躍
っ
て
い

た
。
こ
れ
に
は「
父
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
。」の
バ
ー

ジ
ョ
ン
も
あ
る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
流
山
市

に
引
っ
越
し
て
き
た
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ
の
家
族
が
モ
デ
ル

役
を
務
め
て
い
る
こ
と
。
ポ
ス
タ
ー
制
作
に
関
わ
っ

た
民
間
出
身
の
現
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
長
・
河
尻

和
佳
子
さ
ん
は
「
母
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
。」
の

コ
ピ
ー
に
込
め
た
思
い
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く

れ
た
。流

山
市
が
目
指
す 

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ

　
「
私
た
ち
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
の
仕
事
は
、
端
的

に
は
市
外
の
方
に
流
山
に
住
み
た
い
な
、
流
山
で
子

育
て
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
企
業

駅前で子どもを預かり保育所へと送迎する「送迎保育ステーション」

今年4月オープンの「おおたかの森児童センター」はTXの
高架下を活用

近代まで舟運の中心を担った江戸川は旧市街のシンボル
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（千葉県）

に
は
こ
こ
で
事
業
を
や
っ
て
み
た
い
な
、
投
資
を
し

た
ら
面
白
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

仕
掛
け
を
し
て
い
く
こ
と
だ
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
口
コ
ミ
に
よ
る
自
然
な

イ
メ
ー
ジ
の
浸
透
で
す
。『
母
に
な
る
な
ら
、
流
山

市
。』の
コ
ピ
ー
を
付
け
た
ポ
ス
タ
ー
も
、
こ
れ
を
見

た
方
に『
流
山
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？　

面
白
そ
う
』

と
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で

し
た
。
ま
た
、
首
都
圏
の
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ
に
向
け
た

ウ
ェ
ブ
広
告
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
で

直
感
的
に
刷
り
込
ま
れ
る
興
味
は
意
外
に
根
強
い
ん

で
す
ね
。
子
育
て
の
た
め
郊
外
に
引
っ
越
そ
う
か
と

思
っ
た
と
き
、
ふ
と
、
そ
う
い
え
ば
流
山
っ
て
…
…

と
、
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
た
り
す
る
。
そ
れ
で
自

分
か
ら
調
べ
た
り
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な

ど
実
際
に
訪
問
し
て
み
た
ら
、
東
京
か
ら
と
て
も
近

い
。
緑
が
豊
か
で
同
世
代
の
新
住
民
が
多
い
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
も
多
彩
で
楽
し
そ
う
だ
…
…
と
い

う
ふ
う
に
、
興
味
が
具
体
的
に
広
が
っ
て
い
く
。
こ

れ
は
実
際
、
新
住
民
の
方
々
に
体
験
談
と
し
て
お
聞

き
し
た
事
例
で
す
」

　
「
母
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
。」
の
コ
ピ
ー
に
は
、

流
山
市
が
住
民
誘
致
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
Ｄ

Ｅ
Ｗ
Ｋ
ｓ
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｅ
Ｗ

Ｋ
ｓ
は
共
働
き
が
基
本
。
だ
か
ら
、
流
山
で
子
ど
も

を
産
み
育
て
よ
う
と
す
る
人
に
は
、
働
き
た
い
と

思
っ
た
ら
子
ど
も
の
そ
ば
で
再
び
働
け
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
、
子
育
て
と
引
き
換
え
に
お
母
さ
ん
の
個

人
的
な
夢
を
諦
め
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
環
境
づ
く

り
へ
の
努
力
も
、
流
山
市
は
惜
し
ま
ず
に
す
る
と
い

う
一
種
の
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

　

流
山
市
に
よ
る
そ
う
し
た
環
境
づ
く
り
へ
の
努
力

の
具
体
例
に
は
事
欠
か
な
い
。
都
心
に
働
き
に
出
る

夫
婦
を
想
定
し
、
Ｔ
Ｘ
を
軸
と
す
る
乗
換
駅
《
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
》お
よ
び《
南
流
山
駅
》で
子
ど
も

た
ち
を
預
か
り
、
送
迎
バ
ス
で
保
育
園
へ
の
送
り
迎

え
を
し
て
く
れ
る
《
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
》 

事

業
は
そ
の
象
徴
だ
。
流
山
市
で
は
現
在
、
東
洋
最
大

級
の
物
流
セ
ン
タ
ー
が
造
ら
れ
る
な
ど
企
業
進
出
も

盛
ん
だ
が
、
物
流
セ
ン
タ
ー
内
に
は
託
児
施
設
が
併

設
さ
れ
て
お
り
、「
子
ど
も
の
そ
ば
で
働
け
る
ま
ち

づ
く
り
」が
着
々
と
進
み
つ
つ
あ
る
。

　
「
そ
う
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
積
み
重
ね

の
結
果
、
流
山
の
人
口
構
成
は
今
や
子
育
て
世
代
と

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
主
役
で
す
。
近
年
の
人
口
増
加

率
、
転
入
超
過
率
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
成
果
を
基
盤
に
今
年
４
月
に

は《
流
山
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
》を
策
定
し
ま

し
た
。
次
に
目
指
す
の
は
『
住
む
・
働
く
・
楽
し
む

が
す
べ
て
叶
う
、
住
み
続
け
る
価
値
の
高
い
ま
ち
』

の
創
造
で
す
」（
井
崎
市
長
）

　

Ｔ
Ｘ
開
通
に
伴
う
土
地
区
画
整
理
事
業
の
中
核
で

あ
る
《
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
》
周
辺
の
開
発
事
業

（
約
２
７
５
ha
、
計
画
人
口
約
２
万
８
６
０
０
人
）

は
、
令
和
元
年
５
月
10
日
の
換
地
処
分
公
告
を
も
っ

て
実
質
的
に
終
了
と
な
っ
た
。
同
時
に
近
辺
の
住
所

も
「
お
お
た
か
の
森
北
１
〜
３
丁
目
、
お
お
た
か
の

森
東
１
〜
４
丁
目
、
お
お
た
か
の
森
南
１
〜
３
丁

目
、
お
お
た
か
の
森
西
１
〜
４
丁
目
」
へ
と
変
更
さ

れ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
を
よ
り
高
め
て
い
る
。

　
《
都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
ま
ち
》
に
お
け
る
《
あ

な
た
の
流
山
市
》
づ
く
り
は
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
入

り
、
こ
れ
か
ら
よ
り
先
鋭
的
に
、
深
化
し
て
い
く
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日 

令
和
３
年
５
月
24
日
）

江戸川沿いの旧市街地にある文化施設「杜のアトリエ黎明」

新旧市民に人気の流鉄は流山市の動く文化遺産（交流イベント・流
鉄BEER電車2019）

建設中の東洋最大級の物流センター
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